
第
一
章　

総
則

第
一
条（
会
の
名
称
）

　

本
会
は
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
と
称
す
る
。

第
二
条（
事
務
所
の
所
在
地
）

　

 

本
会
は
、
事
務
所
を
東
京
都
港
区
芝
二
丁
目
五
番
二
号
曹
洞

宗
宗
務
庁
内
に
置
く
。

第
三
条（
会
の
目
的
）

　

 

本
会
は
、
古
教
照
心
の
示
訓
を
旨
に
自
己
の
研
鑽
に
努
め
、

互
い
に
乳
水
和
合
し
、
自
由
で
創
造
的
な
活
動
を
通
じ
、
心

豊
か
な
社
会
の
形
成
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条（
会
の
組
織
）

　

 

本
会
は
、
前
条
の
目
的
に
賛
同
す
る
曹
洞
宗
青
年
宗
侶
を
も

っ
て
組
織
す
る
。

第
五
条（
会
の
事
業
）

　

 

本
会
は
、
第
三
条
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
、
青
年
宗
侶
及

び
会
員
の
智
と
力
を
結
集
し
て
、
以
下
の
事
業
を
行
う
。

　
　

①　

 

現
代
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
及
び
そ
の
対
応
活

動
。

　
　

②　

 

各
曹
洞
宗
青
年
会
活
動
と
の
連
携
及
び
支
援
、
並
び

に
親
睦
を
図
る
。

　
　

③　

 

教
化
活
動
並
び
に
文
化
事
業
推
進
の
研
究
開
発
及

び
そ
の
方
策
の
実
施
。

　
　

④　

 

情
報
誌
の
発
刊
並
び
に
図
書
・
資
料
の
刊
行
及
び
紹

介
。

　
　

⑤　

そ
の
他
本
会
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
。

第
六
条（
事
業
年
度
）

　

 

本
会
の
事
業
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三

月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

第
七
条（
規
程
又
は
規
則
の
制
定
）

　

一 

、
本
会
は
、
こ
の
会
則
を
実
施
す
る
た
め
、
規
程
又
は
規

則
を
定
め
る
。

　

二 

、
規
程
は
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
り
、
規
則
は
理
事
会
の

議
を
経
て
こ
れ
を
定
め
、
又
は
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章　

会
員

第
八
条（
会
員
の
種
類
）

　

本
会
の
会
員
は
、
次
の
三
種
類
と
す
る
。

　
　

①　

正
会
員

　
　
　
　

 

満
年
齢
十
八
歳
以
上
四
十
歳
以
下
の
宗
侶
。
た
だ

し
、
事
業
年
度
内
に
四
十
一
歳
に
達
し
た
場
合
は
、

当
該
事
業
年
度
内
は
正
会
員
と
す
る
。

　
　
　
　

 

な
お
、
団
体
に
て
加
盟
す
る
場
合
は
、
そ
の
規
定
に

準
ず
る
。

　
　

②　

賛
助
会
員

　
　
　
　

本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
者
。

　
　

③　

特
別
会
員

　
　
　
　

本
会
が
推
薦
す
る
者
。

第
九
条（
入
会
）

　

一 

、
本
会
に
入
会
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
本
会
が
定
め
る
入

会
申
込
書
を
本
会
に
提
出
し
て
入
会
の
申
込
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

二 

、
本
会
に
入
会
の
申
込
を
し
た
者
は
、
理
事
会
に
お
い
て

入
会
の
承
認
を
受
け
た
後
、
当
該
年
度
の
会
費
を
支
払
っ

た
と
き
、
本
会
の
会
員
に
な
っ
た
も
の
と
す
る
。

第
十
条（
退
会
）

　

一 

、
本
会
を
退
会
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
本
会
が
定
め
る
退

会
申
込
書
を
本
会
に
提
出
し
て
退
会
の
申
込
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

二 

、
本
会
に
退
会
の
申
込
を
し
た
者
は
、
理
事
会
に
お
い
て

退
会
の
承
認
を
受
け
た
と
き
、
本
会
を
退
会
し
た
も
の
と

す
る
。

第
十
一
条（
会
員
の
権
利
及
び
義
務
）

　

 

本
会
の
会
員
は
、
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
に
参
加

す
る
権
利
を
有
し
、
会
則
そ
の
他
の
規
定
を
遵
守
す
る
義
務

を
負
い
、
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
に
協
力
す
る
も

の
と
す
る
。

第
三
章　

総
会

第
十
二
条（
総
会
の
種
類
）

　

一
、
総
会
は
定
期
総
会
と
臨
時
総
会
と
す
る
。

　

二 

、
定
期
総
会
は
毎
年
五
月
に
開
き
、
臨
時
総
会
は
必
要
あ

る
場
合
に
随
時
こ
れ
を
開
く
。

第
十
三
条（
総
会
の
組
織
）

　

総
会
は
、
本
会
正
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

第
十
四
条（
総
会
の
審
議
事
項
）

　

総
会
に
お
い
て
は
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。

　
　

①　

 

評
議
員
会
に
お
い
て
総
会
に
付
す
る
こ
と
を
相
当
と

認
め
た
事
項
。

　
　

②　

事
業
計
画
及
び
事
業
報
告
に
関
す
る
事
項
。

　
　

③　

予
算
の
議
決
及
び
決
算
の
承
認
に
関
す
る
事
項
。

　
　

④　

会
則
の
制
定
、
変
更
に
関
す
る
事
項
。

　
　

⑤　

重
要
な
資
産
の
処
分
に
関
す
る
事
項
。

第
十
五
条（
総
会
の
招
集
手
続
）

　

一
、
総
会
は
会
長
が
招
集
す
る
。

　

二 

、
総
会
を
招
集
す
る
に
は
、
会
日
よ
り
三
十
日
以
前
に
そ

の
通
知
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

 　

た
だ
し
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
を
短

縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

三 

、
前
項
の
通
知
に
は
、
会
議
の
日
時
、
場
所
及
び
会
議
の

目
的
た
る
事
項
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条（
正
会
員
に
よ
る
招
集
請
求
手
続
）

　

一 

、
正
会
員
は
、
会
議
の
目
的
た
る
事
項
及
び
招
集
を
必
要

と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
会
長
に
提
出
し
て
、
臨

時
総
会
の
招
集
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
、

正
会
員
総
数
の
半
数
以
上
の
同
意
を
要
す
る
。

　

二 

、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
会
長
が
そ
の
請
求
を
受
け
た

日
か
ら
三
十
日
以
内
に
招
集
の
手
続
を
し
な
い
と
き
は
、

請
求
者
自
ら
そ
の
手
続
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条（
議
長
）

　

一 

、
総
会
の
議
長
は
、
会
長
又
は
会
長
の
指
名
し
た
者
が
こ

れ
に
あ
た
る
。

　

二
、
議
長
は
、
総
会
の
秩
序
を
保
持
し
、
議
事
を
整
理
す
る
。

　

三 

、
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
副
会
長

が
議
長
の
職
務
を
行
う
。

　

四 

、
会
長
及
び
副
会
長
と
も
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
そ
の
総

会
に
お
い
て
議
長
を
定
め
る
。

第
十
八
条（
議
決
権
）

　

一 

、
総
会
に
お
け
る
正
会
員
の
議
決
権
は
、
一
人
に
つ
き
一

個
と
す
る
。

　

二 

、
正
会
員
は
、
別
に
定
め
る
規
程
に
よ
っ
て
、
そ
の
議
決

権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条（
議
決
の
方
法
）

　

一 

、
総
会
に
お
け
る
議
決
は
、
こ
の
会
則
に
別
段
の
定
め
が

あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
出
席
し
た
正
会
員
の
過
半
数
で

決
す
る
。

　
　

 　

な
お
、
代
理
人
を
も
っ
て
、
そ
の
議
決
権
を
行
使
す
る

正
会
員
は
、
総
会
に
出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
。

　

二 

、
議
長
は
正
会
員
と
し
て
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
可
否
同
数
の
と
き
は
議
長
が
決
す
る
。

第
二
十
条（
議
事
録
）

　

一 

、
総
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
議
事
録
を
作
り
、
議
長
及

び
出
席
し
た
正
会
員
二
人
以
上
が
、
こ
れ
に
署
名
押
印
し

て
本
会
に
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

　

二 

、
正
会
員
は
、
い
つ
で
も
議
事
録
を
閲
覧
し
、
謄
写
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条（
理
事
の
職
務
）

　

 

理
事
は
、
理
事
会
を
構
成
し
、
各
管
区
曹
洞
宗
青
年
会
の
相

互
連
絡
を
図
る
。

第
三
十
一
条（
審
議
事
項
）

　

理
事
会
に
お
い
て
は
、
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。

　
　

①　

本
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
。

　
　

②　

総
会
及
び
委
員
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
。

　
　

③　

本
会
の
規
則
の
制
定
、
変
更
に
関
す
る
事
項
。

　
　

④　

評
議
員
会
に
付
す
る
議
案
に
関
す
る
事
項
。

　
　

⑤　

総
会
又
は
評
議
員
会
か
ら
委
託
さ
れ
た
事
項
。

　
　

⑥　

そ
の
他
本
会
の
運
営
に
必
要
と
思
わ
れ
る
事
項
。

第
三
十
二
条（
定
足
数
）

　

 

理
事
会
は
、
全
理
事
の
過
半
数
出
席
し
な
け
れ
ば
開
会
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

第
三
十
三
条（
準
用
事
項
）

　

 

第
十
五
条
一
項（
招
集
）、
第
十
八
条
一
項（
議
決
権
）、
第

十
九
条（
議
決
の
方
法
）
及
び
第
二
十
条（
議
事
録
）
の
規
定

は
、
理
事
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
章　

名
誉
総
裁
、
名
誉
会
長
、
顧
問

第
三
十
四
条（
名
誉
総
裁
、
名
誉
会
長
、
顧
問
の
設
置
）

　

一
、
本
会
は
、
両
大
本
山
貫
首
を
名
誉
総
裁
と
す
る
。

　

二
、
本
会
は
、
宗
務
総
長
を
名
誉
会
長
と
す
る
。

　

三 

、
本
会
は
、
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
顧
問
は
理
事

会
の
議
を
経
て
選
任
す
る
。

第
七
章　

執
行
部

第
三
十
五
条（
執
行
部
の
組
織
）

　

一
、
本
会
に
執
行
部
を
置
く
。

　

二 

、
執
行
部
は
、
会
長
一
名
、
副
会
長
三
名
、
各
委
員
会
委

員
長
一
名
、
事
務
局
長
一
名
、
事
務
局
員
若
干
名
、
会
計

一
名
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

第
三
十
六
条（
執
行
部
の
職
務
）

　

一
、
会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
理
す
る
。

　

二 

、
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
が
欠
け
た
と
き
又

は
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
会
長
の
職
務
を
行
う
。

　

三 

、
副
会
長
が
会
長
の
職
務
を
行
う
順
位
は
、
副
会
長
の
協

議
に
よ
る
。

　

四 

、
執
行
部
は
、
総
会
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
決
議
を

尊
重
し
て
そ
の
職
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
七
条（
執
行
部
の
選
任
）

　

一 

、
会
長
、
副
会
長
及
び
執
行
部
は
、
正
会
員
の
中
か
ら
総

会
で
選
任
す
る
。

　

二 

、
前
項
に
関
す
る
ほ
か
、
会
長
、
副
会
長
及
び
執
行
部
の

選
任
に
関
す
る
規
定
は
、「
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
執
行
部
選

考
に
関
す
る
規
程
」に
従
っ
て
選
任
す
る
。

第
三
十
八
条（
執
行
部
の
任
期
）

　

 

執
行
部
の
任
期
は
二
年
と
し
、
選
任
さ
れ
た
年
の
定
期
総
会

開
催
日
を
も
っ
て
始
期
と
す
る
。

第
三
十
九
条（
欠
員
の
執
行
部
の
選
任
）

　

一 

、
執
行
部
の
う
ち
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
、

そ
の
後
任
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

二 

、
後
任
者
の
執
行
部
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と

す
る
。

　

三 

、
任
期
の
満
了
に
よ
っ
て
退
任
す
る
執
行
部
は
、
新
た
に

選
任
さ
れ
た
執
行
部
が
就
任
す
る
ま
で
、
引
き
続
き
そ
の

職
務
を
行
う
。

第
八
章　

監
事

第
四
十
条（
監
事
）

　

一
、
本
会
に
監
事
を
置
く
。

　

二
、
監
事
は
二
名
と
す
る
。

　

三
、
監
事
は
、
理
事
会
が
推
薦
し
、
総
会
で
選
任
す
る
。

　

四 
、
監
事
は
、
本
会
の
会
務
及
び
財
務
を
監
査
し
、
会
の
運

営
の
健
全
化
を
図
る
。

　

五 

、
監
事
は
、
本
会
の
全
て
の
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
九
章　

委
員
会

第
四
十
一
条（
委
員
会
の
設
置
）

　

 

本
会
は
、
そ
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
を
調
査
し
、
研
究

し
、
又
は
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
委
員
会
を
設
置
す
る
。

第
四
十
二
条（
委
員
会
の
組
織
）

　

一 

、
委
員
会
は
、
委
員
長
一
名
の
ほ
か
、
委
員
若
干
名
を
も

っ
て
構
成
す
る
。

　

二 

、
委
員
長
は
、
理
事
会
が
指
名
し
、
評
議
員
会
の
議
を
経

て
選
任
す
る
。

　

三 

、
委
員
は
、
正
会
員
の
中
か
ら
委
員
長
が
推
薦
し
、
理
事

会
の
承
認
を
得
て
、
会
長
が
任
命
す
る
。

　

四 

、
各
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
副
委

員
長
若
干
名
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

副
委
員
長
は
、
委
員
が
互
選
す
る
。

第
四
十
三
条（
委
員
会
の
職
務
）

　

一
、
委
員
長
は
、
委
員
会
を
主
宰
す
る
。

　

二 

、
副
委
員
長
は
、
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員
長
が
欠
け
た

と
き
又
は
委
員
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
委
員
長
の
職
務

を
行
う
。

　

三 

、
副
委
員
長
が
委
員
長
の
職
務
を
行
う
順
位
は
、
副
委
員

長
の
協
議
に
よ
る
。

第
四
十
四
条（
規
則
へ
の
準
用
）

　

 

前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
各
委
員
会
の
組
織
、
職

務
及
び
議
事
手
続
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
規
則
を
も
っ

て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
五
条（
特
別
委
員
会
）

　

一 

、
本
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
理
事
会
の

議
を
経
て
、
特
定
の
事
項
を
行
わ
せ
る
た
め
、
特
別
委
員

会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

二 

、
特
別
委
員
会
の
組
織
、
職
務
及
び
議
事
手
続
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
は
規
則
を
も
っ
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
章　

事
務
局

第
四
十
六
条（
事
務
局
の
組
織
）

　

一
、
本
会
に
、
事
務
局
を
置
く
。

　

二  

、
事
務
局
は
、
事
務
局
長
一
名
、
事
務
局
次
長
一
名
、
庶

務
若
干
名
、
常
任
幹
事
一
名
、
幹
事
若
干
名
を
も
っ
て
構

成
す
る
。

　

三 

、
事
務
局
長
、
事
務
局
次
長
及
び
庶
務
は
、
会
長
が
指
名

し
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
議
を
経
て
選
任
す
る
。
ま

た
、
常
任
幹
事
は
宗
務
庁
担
当
課
長
と
し
、
幹
事
若
干
名

は
宗
務
庁
担
当
課
書
記
が
あ
た
る
。

第
四
十
七
条（
事
務
局
の
職
務
）

　

一
、
事
務
局
は
、
本
会
の
一
切
の
事
務
を
処
理
す
る
。

　

二
、
事
務
局
長
は
、
事
務
局
を
統
括
す
る
。

　

三 

、
事
務
局
次
長
は
、
事
務
局
長
を
補
佐
し
、
事
務
局
長
が

欠
け
た
と
き
又
は
事
務
局
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
事
務

局
長
の
職
務
を
行
う
。

　

四
、
庶
務
は
、
事
務
局
長
を
補
佐
す
る
。

　

五 

、
常
任
幹
事
は
局
務
を
掌
握
し
、
幹
事
は
会
務
に
従
事
す

る
。

第
十
一
章　

会
計
、
資
産
及
び
会
費

第
四
十
八
条（
会
計
年
度
及
び
会
計
種
別
）

　

一 

、
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌

年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

　

二 

、
本
会
の
会
計
は
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
会
計
と

す
る
。

　

三 

、
本
会
は
、
特
別
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
理
事
会
の
議
を
経
て
特
別
会
計
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
九
条（
経
費
）

　

 

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
賛
助
費
、
宗
務
庁
助
成
金
及
び
寄

付
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
支
弁
す
る
。

第
五
十
条（
会
計
）

　

一
、
本
会
の
資
産
は
、
会
計
が
管
理
す
る
。
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第
四
章　

評
議
員
会

第
二
十
一
条（
評
議
員
会
の
組
織
）

　

一
、
本
会
に
評
議
員
会
を
置
く
。

　

二 

、
評
議
員
会
は
、
評
議
員
、
管
区
理
事
及
び
執
行
部
を
も

っ
て
構
成
す
る
。

　

三
、
評
議
員
は
、
各
曹
洞
宗
青
年
会
が
一
名
を
選
出
す
る
。

　

四 

、
評
議
員
会
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
評
議
員
以
外
の
者
を

出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
二
条（
評
議
員
の
職
務
）

　

 

評
議
員
は
、
評
議
員
会
に
お
け
る
審
議
内
容
及
び
結
果
を
、

そ
の
所
属
す
る
各
曹
洞
宗
青
年
会
に
報
告
す
る
。

第
二
十
三
条（
審
議
事
項
）

　

一
、
評
議
員
会
に
お
い
て
は
、
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。

　
　

①　

本
会
の
規
程
の
制
定
、
変
更
に
関
す
る
事
項
。

　
　

②　

総
会
又
は
理
事
会
か
ら
委
託
さ
れ
た
事
項
。

　
　

③　

総
会
に
提
出
す
る
議
案
に
関
す
る
事
項
。

　

二 

、
前
項
の
審
議
事
項
に
関
し
、
評
議
員
会
に
お
い
て
、
総

会
に
お
け
る
審
議
が
必
要
と
議
決
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て

は
、
そ
の
審
議
を
総
会
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
四
条（
評
議
員
会
の
種
類
）

　

一
、
評
議
員
会
は
定
期
評
議
員
会
と
臨
時
評
議
員
会
と
す
る
。

　

二 

、
定
期
評
議
員
会
は
毎
年
五
月
に
開
き
、
臨
時
評
議
員
会

は
必
要
あ
る
場
合
に
随
時
こ
れ
を
開
く
。

第
二
十
五
条（
評
議
員
会
の
招
集
手
続
）

　

一
、
評
議
員
会
は
会
長
が
招
集
す
る
。

　

二 

、
評
議
員
会
を
招
集
す
る
に
は
、
会
日
よ
り
三
十
日
以
前

に
そ
の
通
知
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
緊

急
を
要
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

三 

、
前
項
の
通
知
に
は
、
会
議
の
日
時
、
場
所
及
び
会
議
の

目
的
た
る
事
項
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条（
評
議
員
に
よ
る
招
集
請
求
手
続
）

　

一 

、
評
議
員
総
数
の
二
分
の
一
以
上
の
評
議
員
は
、
会
議
の

目
的
た
る
事
項
及
び
招
集
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し

た
書
面
を
会
長
に
提
出
し
て
、
臨
時
評
議
員
会
の
招
集
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二 

、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
会
長
が
そ
の
請
求
を
受
け
た

日
か
ら
三
十
日
以
内
に
招
集
の
手
続
を
し
な
い
と
き
は
、

請
求
者
自
ら
そ
の
手
続
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
七
条（
議
決
権
及
び
定
足
数
）

　

一 

、
評
議
員
会
に
お
け
る
評
議
員
の
議
決
権
は
、
一
人
に
つ

き
一
個
と
す
る
。

　

二 
、
評
議
員
は
、
代
理
人
を
も
っ
て
、
そ
の
議
決
権
を
行
使

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

三 

、
前
項
の
場
合
、
代
理
人
は
、
正
会
員
に
限
り
、
そ
の
代

理
権
を
証
す
る
書
面
を
本
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

四 

、
第
二
項
の
代
理
人
は
、
正
会
員
に
限
り
、
ま
た
一
名
で

一
名
を
超
え
る
評
議
員
を
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

五 

、
評
議
員
会
は
、
全
評
議
員
の
三
分
の
二
以
上
出
席
し
な

け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
代
理
人

に
よ
っ
て
出
席
す
る
評
議
員
も
評
議
員
会
に
出
席
し
た
も

の
と
み
な
す
。

第
二
十
八
条（
準
用
事
項
）

　

 

第
十
七
条（
議
長
）、
第
十
八
条
一
項（
議
決
権
）、
第
十
九
条

（
議
決
の
方
法
）
及
び
第
二
十
条（
議
事
録
）
の
規
定
は
、
評

議
員
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
章　

理
事
会

第
二
十
九
条（
理
事
会
の
組
織
）

　

一
、
本
会
に
理
事
会
を
置
く
。

　

二  

、
理
事
会
は
、
管
区
理
事
及
び
執
行
理
事
を
も
っ
て
組
織

す
る
。

　

三
、
管
区
理
事
は
、
各
管
区
に
お
い
て
一
名
選
出
す
る
。

　

四
、
執
行
理
事
は
、
会
長
及
び
副
会
長
と
す
る
。

　

五 

、
理
事
会
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
管
区
理
事
及
び
執
行
理

事
以
外
の
者
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。


